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洋上風力人材育成推進協議会

「ECOWIND※」

会員は会費を納入

発電事業者 O&M 商船・海洋

高専

⚫ 各分野の人材育成に対
するシーズ・ニーズの共有

⚫ 人材育成に関わる情報・
材料の提供・育成支援

＜取組の例＞
⚫ 出前授業＆講師派遣
⚫ カリキュラム検討協力
⚫ 補助教材・広報コンテンツの作成
⚫ 現場見学・インターンシップの機会の提供

産
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界

教
育
機
関

産業界と教育機関をつなぐ
調整窓口として対応

協調領域への長期的な
投資として、人材育成の
活動を実施

学生や教員の教育
シーズ・ニーズの共有

EPCI 調査・分析メーカー

⚫ 2030年に10GW、2040年に30～45GWの洋上風力の案件形成
⚫ 発電事業の開発、建設、維持管理等、洋上風力の各分野で人材の供給が不

足 各分野の技術的素養の醸成
×

洋上風力業界への関心

洋上風力業界への理解を
醸成、就職の選択肢として
意識

※ Education Council
for Offshore Wind

当面は高専に焦点

ECOWIND（洋上風力人材育成推進協議会）の役割と育成目標

大学

【人材育成目標】
2040年約4万人

（JWPA）



ECOWIND（洋上風力人材育成推進協議会）の活動状況

１）当面は高専を対象
全国に58校、50,000人の生徒が在籍し、統括機構として高専機構が存在するため全国展開が容易

２）各業界のリーディングカンパニーが参画
３）産官学の連携（産業界、高専機構、資源エネルギー庁等）による息の長い活動を目指す。
４）高専との活動の進捗を見つつ、更なる対象拡大を視野に

2024 2025 2026

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

【全体スケジュール】

会員募集

設立総会（11月１５日） ●

【副読本作成】

【高専との交流】

拠点校の先生との意見交換

ECOWIND/高専とのワークショップ

インターンシップ

出前授業

＜第1稿作成＞ ＜ブラッシュアップ＞ ＜製本＞

(秋田）(北九州）(函館）(八戸）

ECOWIND活動の特徴



ECOWIND（洋上風力人材育成推進協議会）の活動状況

北九州視察 高専シンポジウム

高専ワークショップ
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